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埋め立て土砂の採掘場所を推定し，GIS と 3 次元 CAD でその地形を復元し，採掘土量を推定
した．「出島阿蘭陀屋敷」埋め立て土量と採掘想定土量の一致により，江戸町と長崎県庁南側の
崖地が「出島阿蘭陀屋敷」埋め立て土砂の採掘地であることを推定した． 
このような事例研究を通し，現在の先端地図情報技術を利活用することにより，近世遺構（城
郭，都市遺跡）の修復・復元 における歴史的資料，特に絵図・古地図の空間的歪み補正や地図
精度の向上を実現し，その結果，地形情報を確定することが可能となった．この研究成果は，
近世の都市遺構の調査や復元に適用することが可能である． 
 
